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資料Ａ



医薬品の使い方に関する指導方法

検討委員会（日本学校保健会）

平成17年7月発足

委員長：勝野眞吾（当時兵庫教育大学副学長）

平成18年度

小学生用資料「くすりってなあに？」

中学生用資料「薬の正しい使い方」

平成20年度

小中学生指導者用解説「医薬品の正しい使い方」

平成21年度

高校生用資料「医薬品と健康」

高校生指導者用解説「医薬品の正しい使い方」
2



委員名簿

○勝野眞吾 岐阜薬科大学長
加藤哲太 東京薬科大学薬学部教授
鬼頭英明 兵庫教育大学大学院教授
香田由美 福岡県立門司学園中学校養護教諭

佐藤広子 横浜市立大池小学校養護教諭
白石哲太郎 群馬県立安中総合学園高等学校教諭
杉下順一郎 日本学校薬剤師会会長
高橋菜穂子 岩手県薬剤師会会営くすりの情報センター課長補佐
塚本 武 千葉県富里市立浩養小学校教諭

土田修義 愛知県額田郡幸田町立南部中学校教諭
寺町ひとみ 岐阜薬科大学実践薬学大講座准教授
永田智惠子 静岡市教育委員会学校教育課指導主事
橋本卓爾 大阪府教育委員会教育振興室保健体育課主任指導主事
藤井光正 大阪府教育委員会教育振興室保健体育課主任指導主事
望月眞弓 慶應義塾大学薬学部教授

小中学校、教育委員会保健体育課、薬剤師会、学校薬剤師会、薬系大学、教育系大学
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小学生用 中学生用 高校生用 指導者用
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小学生用資材
1. 導入のページ

2. くすりについてどのくらい
知っているかな？

3. くすりと「病気をなおす力」

4. くすりにはいろいろな形や使
い方があります。

5. くすりは「きまり」を守って使
います。

6. くすりを使う時の大切な約束

7. おうちの人と読みましょう

中学生用資材
1. 導入のページ

2. 「薬」とは何なのですか？

3. 「薬」は、何のためにあるの
ですか？

4. 「薬」には、どのような種類が
あるのですか？

5. 「薬」の使い方には決まりが
あるのですか？

6. 「薬」には、副作用があると
聞きますが、それはどのよう
なものなのですか？また、な
ぜ起こるのですか？

7. 薬についてのＱ＆Ａ

Ｑ1 処方せん
Ｑ2 医療用医薬品と一般用医薬品
Ｑ3 頓服薬について
Ｑ4 説明書に書かれている年齢の
適用
Ｑ5 同じ病気に対して、なぜ多くの
薬があるのか
Ｑ6 かぜ薬を事前にのんでもよい
のか
Ｑ7 薬が効く理由
Ｑ8 薬をコップ1杯程度の水でのむ
のはどうしてか
Ｑ9 薬物乱用とは
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高校生用資材

1.医薬品とは： 医薬品の定義や基礎的な情報等

2.医薬品の役割： 医薬品の役割や歴史

3.医薬品のできるまで： 医薬品の有効性・安全
性の試験

4.医薬品の種類

5.医薬品の使い方

6.医薬品の副作用： 医薬品の副作用とその対処

7.医療用医薬品と医療制度
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医薬品の
開発プロセス

市販後調査
の重要性
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副作用被害
救済制度

医薬品は、決まりを守ってつかっても副
作用が起こることがあるのですか？
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医療用医薬品
と医療制度
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指導者用補助説明

医薬品・医薬部外品・化粧品

薬と食品などののみ合わせ

体内に入った薬の動き

将来の薬

薬からの恩恵

内用剤

説明書（添付文書）の例
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啓発資料作成時の留意点

健康三原則を前提

 くすりには作用と副作用の両面がある

 くすりを適正に使用することが副作用の最小
化につながる

 「なぜ」が分かるように

ワークを入れる

 こどもの発達に合わせて難易度を調整

保護者にも理解を
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「医薬品に関する教育」保健教育指導者研修会

主催：財団法人 日本学校保健会

平成21年度

東京開催 7月29日

大阪開催 8月24日

愛知開催 12月28日

福岡開催 1月14日

平成22年度

札幌開催 7月29日

東京開催 8月12日

大阪開催 8月24日

盛岡開催 10月22日

参加対象：保健体育科教諭、養護教諭、保健主事、管理職、

学校薬剤師 19



①学習指導要領に基づく「医薬品」に関する教育について

北垣邦彦（文部科学省調査官）

②「医薬品の正しい使い方」（指導者用解説）等小冊子の紹介

鬼頭英明（兵庫教育大学大学院教授）

③「医薬品の正しい使い方」を用いた授業実践事例

中学校実践事例（札幌・盛岡開催）講師：

香田由美（門司学園高等学校養護教諭）

上田裕治（京都市立大原中学校教諭）

高等学校実践事例（東京・大阪開催）講師：

長岡邦子（埼玉県立越谷技術高等学校）

冨岡剛（鹿児島県立加治木高等学校教諭）

④「学校薬剤師」との連携のあり方

加藤哲太（東京薬科大学薬学部教授）

⑤特別講演「よりよいセルフメディケーションの実践に必要な知識」

望月眞弓（慶應義塾大学薬学部教授）
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学校薬剤師

（薬剤師含む）

13%

養護教諭

74%

保健体育科

教諭

4%

その他

9%

平成21年度出席者内訳（N=958)

学校薬剤師（薬剤師

含む）

養護教諭

保健体育科教諭

その他
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学研キッズネット
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